
２．連 結 決 算 の 概 要

（単位：百万円）
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(注)　少数株主損益欄の△は、損失を示しております。
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北海道計器工業㈱、北電総合設計㈱、
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連 結 子 会 社

北海道ﾌｰﾄﾞﾌﾛﾝﾃｨｱ㈱、㈱ほくでんｱｿｼｴ

ほくでんｴｺｴﾅｼﾞｰ㈱

北海道総合通信網㈱

225

4,923

6,365
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前年同期に比べ３４億円（△２２.１％）減少の１２１億円となりました。また、四半期純利益は、

により、１５億円（４２.７％）増加の５０億円となりました。

前年同期に資産除去債務会計基準の適用に伴う過年度分の影響額を特別損失として計上した反動など
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当第２四半期連結累計期間の収支につきましては、収入面では、販売電力量の減少はありましたが、

支出面では、石炭火力の稼働を高めるなど経営全般にわたる効率化に努めましたが、泊発電所の

以上により、営業利益は、前年同期に比べ３４億円（△１５.５％）減少の１８６億円、経常利益は、

燃料価格の上昇に伴う燃料費調整制度の影響や本州方面への電力融通の実施などにより、営業収益

定期検査日数の増加による原子力発電量の減少や本州方面への電力融通の実施による燃料費の増加

などにより、営業費用は、前年同期に比べ３８０億円（１５.４％）増加の２,８４６億円となり、

（売上高）は、前年同期に比べ３４６億円（１２.９％）増加の３,０３２億円となり、これに営業外

収益を加えた経常収益は、３４９億円（１２.９％）増加の３,０５１億円となりました。

これに営業外費用を加えた経常費用は、３８４億円（１５.１％）増加の２,９３０億円となりました。




